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前ニュースレターに婦人部通信が掲載されていなかったた

め、今号で説明させて頂きます。 

分科会規約に、2.構成 “分科会は、JCV会員3名以上で構

成され、分科会代表、副代表、事務担当を定め、その氏名を

役員会に報告する”とありますが、婦人部はこの度、3名の代

表を出す事が出来なくなりました。 

そこで、1月例会時に婦人部の皆さんと相談し、休会とする

事に決定しました。 

その後、役員会（会長、事務局長宛）に休会届けを提出しま

した。そのため、NL編集局では、既に休会なので婦人部通信

の掲載は必要ないと判断されたのだと思いますが、定例会報

告にも婦人部休会の項はありませんでしたし、NLに婦人部に

関して何の知らせもなかったため、どうなっているのかと気に

された会員もいらっしゃいました。 

我々婦人部としても、本来、1月例会は分科会活動でしたの

で報告しようと思っていましたし、休会の挨拶を正式に紙面で

したいと考えていましたので、残念でした。1号遅れながら、今

回、この場を借りて挨拶させて頂きます。 

婦人部は、1990年度総会（’91年6月）で承認、翌1992年1月

より活動開始、現在まで只1回の休み以外、毎月活動をして

参りました。今回、このような形で休会となりました事は大変

残念ですが、最近では、今迄会員だった人が退会していたり

して、参加者が殆ど非会員となってしまいましたので、これも

時流かと思われます。 

今迄のお引き立て、本当にありがとうございました。 

尚、JCV婦人部自体はまだ廃会ではありませんので、どな

たか引き続いて行っていきたい方がいらしたら、是非、活動を

続けて下さい。 

最後に、会計報告をさせて頂きます。2011年度総会時に残

金が $106.35 ありましたが、その後の支出により、残金は0

となりました。 

 

［1月例会報告記］ 1月2日（水） 午前11時から、ウィルソンさ

ん宅にて『梅酒漬け、及び一品持寄り新年会』を9名（非会員5

名）で行いました。 

梅酒も皆さん既にベテラン、さっさと終了。その後は、室内

に戻り、梅酒に参加しなかった人も加わり、新年会開始。 

と、その前に、上記にも書きましたが、婦人部のこれからに関

する重要な話し合いを・・・。ところが、殆どが非会員となって

しまった事もあるのでしょうが、案外スムーズに、「では休会

に」と決定。今迄の部費に関しての意見もありましたが、残金

は0、実際には多少足りなかったのですが、休会でマイナスに

は出来ないのでその分は自腹を切り、キリの良い0としたこと

を説明。皆さんに納得して貰いました。 

そして、お食事会。未だお正月と言う事もあり、お節系の料

理も多数。最近お節料理を準備しない人も、お正月気分を味

わったようです。 

その後は、大みそかに見た『紅白歌合戦』など、いつものよ

うにとりとめのない話に花が咲きました。 

[イタリア料理講習会報告記］ 3月11日（日）午前11時より、 

我家のお隣さんのイタリア人によるイタリア料理の講習会を9

名の参加で行いました。 

本来は、既に婦人部の活動ではありませんが、休会前にお

隣にお願いをしていたので、報告させて頂きます。 

お隣のキッチンの窓と私の寝室の窓が多少ずれています

が、向かい合っているので、よくキッチンに立っている様子が

見えていました。そこから多分、料理が好きなのではと推察

し、夫が日本食を教る代わりにイタリア料理の講習会をお願

いしました。勿論、二つ返事でOK。 

事前に話合いをした時、「前菜、パスタ系、デザート」と決め

た後、「それでメインは？」と聞かれました。イタリア人にとっ

て、パスタはオントレと聞いてはいましたが、我々夫婦は、

「えっー、パスタがメインではないの？」と、やはりカルチャー

ショック。「日本人はパスタがメインと思っているから、これで

十分」と言いましたが、あちらは納得したかどうか。 

当日は、アンティパストとして、パンの上に味付けしたみじん

切りのトマトをのせたのとピーマンのオイル炒め。スパゲティ

は、話合いではカルボナーラとしていましたが、都合もあった

のでしょうがベーコンとマッシュルームのホワイトソース。ホワ

イトソースは、今迄生クリームと思っていましたが、クッキング

クリームと言うのが売られていることを知りました。デザート

は、クリームキャラメル（まっ、プリンかな？）。チーズも数種

試食しましたが、名前を忘れてしまいました。 

色々なイタリア料理の食材を教えて貰ったり、料理の視野

が少し開けました。 

これで又一つ、お隣との距離が近づいたようで、その後、「ト

マトソースを作っているから見に来たら」とか、「チーズファクト

リーに行くから、一緒に行かない？」と誘ってくれます。 

この家とは、ここへ引っ越して以来25年、スタート時にはお

互いに紆余屈折がありましたが、ご主人が亡くなられて新し

いボーイフレンドが出来てからの最近は、お塩を借りに来たり

結構良好な関係が築けたようです。 

 

 蛇足ですが、数年前、我が家のユーカリが強風で折れてお

隣の畑に倒れてしまった時も、片づけてくれれば良いと、文句

も言われずに済みました。その頃は、未だ彼氏が反対隣りに

越して来ていなかった時で、「彼がいたら手伝えるのに」と、

言ってくれました。                

                    

                                          伊藤玲子 記 

↑ 料理を作る、両隣のカップル 

この講習会の様子は、Facebookに掲載するそうです。 
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